
たばこと脳卒中

たばこと健康

2.0

1.0

0
吸わない

　日本では、脳卒中で突然死亡する人が多い。脳卒中は、だれに

でも起こる病気ではなく、危険因子を抱えている人に起こる。厚

生労働省研究班から、このほど喫煙と脳卒中発症との関連を調

べた多目的コホート研究 の結果が発表された。

　この研究では、1990年に行ったアンケートで生活習慣につい

て回答した40～59歳の男性約2万人、女性約2万2000人を11年間

追跡した調査結果にもとづいて、喫煙と脳卒中発症との関連を

調べた。アジア地域の人々を対象に、喫煙の脳卒中、さらには病

型別の発症の影響を、コホート研究で男女別に明らかにした研

究はわが国で初めてである。

　それによると、11年間の追跡期間中に男性702人、女性447人が

脳卒中を発症した。たばこを吸う人は、まったく吸わない人に比

べて、男性では1.3倍、女性では約2.0倍脳卒中になりやすいこと

がわかった（図1）。女性の喫煙者の割合は6％と、男性の53％に比

べると小さく、データ（推定値）は不安定だが、脳卒中発症へのた

ばこの影響は男性よりも強い傾向があった。

　脳卒中には、脳の血管が破れることにより発症する脳出血、ク

モ膜下出血と脳の血管が詰まって発症する脳梗塞などがある。

そのなかでも、喫煙とクモ膜下出血（男性73人、女性106人に発症）

の関係は強く、たばこを吸う人は、まったく吸わない人に比べて、

男性で約3.6倍、女性で約2.7倍なりやすいことが示された。さら

に、1日にたばこを吸う本数が増えるほど、クモ膜下出血の発症

が段階的に増える傾向にあった（図2）。

　男性では、たばこを吸えば、まったく吸わない人に比べて、頭

の中の細い血管が詰まる脳梗塞であるラクナ梗塞（144人に発症）

が約1.5倍、太い血管が詰まる脳梗塞である大血管脳梗塞（56人

に発症）が約2.2倍起こりやすいことがわかった。

　厚生労働省研究班では、脳卒中のうち男性で17％、女性で5％は、

もしたばこを吸っていなければ予防できたと推定している。こ

の割合を1999年の人口動態統計や患者調査から算出した日本全

体の脳卒中に当てはめると、1年間で男性1万1000人、女性4000人、

合計1万5000人の脳卒中死亡と、男性で12万人、女性で4万人、合

計16万人の脳卒中患者がたばこを吸わないと予防できると推定

している。したがって、厚生労働省研究班では、「脳卒中の予防に

は、食塩を控え、バランスの良い栄養をとり、血圧を低めにコン

トロールするとともに、たばこを吸わないようにすることが大切」

と警告している。

＊

＊コホート研究……疫学的な研究の一つで、暴露されている人の集

団と暴露されていない人の集団（例：薬を飲んでいない人の集団と、

ある薬を飲んでいる集団）というように分類し、比較分析してその

間にある因果関係を調べるもの。

　脳卒中という言葉は「卒然として邪風にあたる」、

つまり、「突然悪い風に当たって倒れる」という意

味で、脳の血管が破れたり詰まったりしていろい

ろな脳の症状が現れる状態のすべてをさす。脳卒

中は、「脳血管障害」ともよばれるが、脳血管障害と

いう場合は、脳ドックでのＣＴやＭＲＩなどによ

って、症状はないのに偶然発見されるもの（無症候

性脳血管障害）も含まれ、やや広い意味がある。

図1：男女別 喫煙と脳卒中発症との関係
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図2：喫煙本数とクモ膜下出血発症との関係（男性）

1.00

やめた

1.12

1～19本

3.19

20～39本

3.78

40本以上

3.74（倍）

出典：厚生労働省研究班による多目的コホート研究ホームページ


